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89‘滋齢者の臼常生活動作テストにおける壌践特性分
析:SATプロジェクト126
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rWf繁]5と来，お常生活動作(ADL)テストは， !'場;議:
者の日常生活総力を測定する質問紙テストであった.

税殺ではp 潟齢者の心身の健燦状態を総定する指撲と
して嫌々な紫関紙が使用されている.当初はp 筏;始者

の身体的自立の程度を誤邸主するものであったが，近年

iま，より務*撲の能力を測定するために，高齢者の手

段的密主^.機能的自立を制定する尺授がj法案されてい
る.これらの尺度は多くの項8が単純であ句答易に達
成可能であり， {欝点を取るお約者も少なくない 1路!去

い高齢者の出常生活能力テスト作成のためには， .摂主j

反応混;舎に基づく ADLテストの綴包持強:を初安定にす

ることは必要不可欠である. [詩的}愛関紙テストを
対いて高齢者の自立した生活機能をj規定することによ

り，務齢者の日常生活能力水準が明らかになり.今後
の身体活動の母擦を明示することが可能となる.また，
g常生活能力を測定する紫問項8の特性を明らかにす

ることにより，務{更に8常生活能力を識変することが

可能となる.本研究の怠的は，代表的な高齢者の日常
生活能力テストであるi¥DLテストおよび高ノ主準の
J¥DLテストである運動機能ADLテストの現段特性な

らびにテスト特性を検討することであった. [方法]
標本は，地域高齢者努'tt137名，女性198名の合言十335
名であゥた.平均年齢は69.2殺であった. ADL項g
および迷動機能ADLテスト項包ともに， 2f牛法による
お厳密であった，テスト項自の一i弱子牲の鋒誌には，

瑛 êB議選第，…~子分析による [lg 子負拷量，テスト
得点との穏関係数を判断基準とした.テストの項目q守
性分析には， ~笈Ei Jx.r.G~堅議誌による 2 パラメータロジス
ティックモデルを適用した.各1疑問の街幾度と滋号IJ力

より渓館特性曲線を作成し;壌践の特牲を検討した‘向
島寺』こ，テスト特性指線を作成した.さらに，テスト

?警報関数を用いて能力強に対するテストの務報量を

示した. [結果および結論]各議綜の磁綾皮と識別カ
が待られ，議8特性曲線により j質問の特性が紛らかと

なった. ADLテスト壌自の多くは，密幾度が低く容

易に途成可能な税関であった.jll:動機能t¥DLテストは，
AD1.テストに比べて若干，関難波が高かった. ADL 
テストは 8割近い対象者が機ね (80%以上)遼成可能

なテストであり，遂動機能ADLテストは5窓jぐらいの
対象者が機ね遼j誕百了後なテストであることが紛らかと
なった.また. ADLテストと漣動機総ADLテストを
援会することで、約 6畿の対象者が概ね遼成可能なテ
ストとなることが示された，総!広い [1常生活能力テス
トを作成するためには，より駁幾度の高い項目を加え
てテストを構成する必繋があると考えられた.
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(目的}高齢期における体力の維持増進のために継
続的な身体活動が効果的である.継続的な身体活動
を行うためにはp 心締および務持久カを含む全身持
久力が裳饗であり，機々な好締法が.1Jt索されている.
その中で様準化されている全身持久力テストは，文
部科学省新体力テスト (65裁から79議対象)の 8分間
歩行である. しかし，市町村が築絡する選数数獲など
?は，テスト実絡に必婆な施設空間が篠傑できない
ことから. 6分間歩行が実施できない場合がある.こ
のために倍率震性，妥当性，鋭敏性，簡便性，安全性，
などを満足する全身持久カの代替テストが必饗である.
本研究の目的は， 6分間歩行テスト iこ対する 2分間
総上げテストめ併存的妥当性，体力に対する構成概念
妥盗殺，加請舎に対する鋭敏殺を検討することであった.
[方法}襟本泣，地域主名高齢者の労性33名，年齢72

土4.25歳，女性53名，年齢70土1.01成の計86名であっ
た. ifilj定項eHま2分間秘上げ，文部科学省新体力テス
ト;境討 (65殺から79裁対象)の擦カ，上体恕こし，長援
体育trJ乱開扱片足立ち， 10m~章審物歩行， 6分間歩行
の計 6項目であった.手続きは， l) 2分間総上げテス
トの務:存約妥d性.2)体力に対する構成概念妥当性，
:j}力11遺言に対する鋭敏性，の検討であった.妥さき性分析
には構造方殺式モデリング(SEM)を遜よおした.モデル
の逃合!支抱擁にはGFI，AGFl，カイ“て乗値等を用いた.
'1勺今11年比絞には…元総援の分散分析を遊潟し，交互作
用が認められない場合にはTukey訟の多議比較をfjっ
たm 統計約J有意水準は α=0.05とした.また，結成以
上貨を対象とする 2分間線上げテストの務部基準は， 10 
段階許定で性別に作成した.出在来J6分鵠歩行テス
トに対する 2分散j綴よtfテストの鋭:存的妥当性係数は，
0.473と中等度であった，体力の一次問手モデルは良
好なi謹合度を訴し，構成概念妥当性孫数は0.60と中等
度であった.努女の多母集問!誌]l時分析による滋子不変
殺を検討した結巣， illlJ定不変水準のモデルが緩択され，
2分間総jニげテストを含む{本カテストパッテリーが総
定する体力の因子第丈きには性議がないことが確認され
た. 2分間線上げテストを 6分間歩行テストの代努項
目とした体力の…次的予モヂルは良好な適合j支を示し，
6分間歩行テスト iこ立きする 2分間総上げテストの併存
約妥当性が磁認された.性・1f:.鈴階級~Ijの平均僚に統
計約有意義は設、められず，年齢に対する鋭敏性は認め
られなかった. (結義者] 6分際歩行テストに対する 2
分間総がずタ・ストの併符的妥当d投，体力に対する構成
概念:妥当性，カ(j齢iこ対する鋭敏伎を検討した絡薬，以
子'の結論を得た. 1) 2分間!路上げテ:ストの6分鰐歩行
テスト i二対する鉾存的妥2急性は， rl:t等Jtに{患い. 2) 2 
分!笥総上げテスト{え潟齢者の体力に対する構成概念:
妥当性がある. 3) 2分間総上げテストは，努女ともに
説!議官に対する鋭敏伎はない.
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